
（別紙様式４－１）                                                       

             （高等学校用） 

熊本県立八代農業高等学校 平成３０年度学校評価表 
 
 

１ 学校教育目標 

〇教育目標    「高い志を持ち、社会に貢献できる魅力ある人材の育成」 
〇教育スローガン 「志高く、日々前進」 
〇教育方針     
（１）落ち着いた生活を過ごすことのできる、健康な心身を育成する。 
（２）キャリア教育の推進により、生徒の進路目標を達成する。 
（３）わかる授業、主体的に考える力を育成する授業、個に応じた学習指導により、基礎的・基本的な学力の

確実な定着を図る。 
（４）命を大切にする心、社会奉仕や公共の精神など豊かな心を醸成する。 
（５）規律ある授業および集団生活を推進し、人権を尊重する心、共生の心を醸成する。 
（６）他者への思いやりの心、他者の個性を受け入れる心を育成し、いじめや差別のない学校づくりを推進す

る。 
（７）特別な支援を要する生徒に対しての全職員共通理解のもとでの取組により、計画的、組織的な適応指導

を推進する。 
（８）幼・保、小・中学校・地域との交流を促進し、学習成果を地域等の中で活かすことにより、地域及び地

域産業における学校に対する理解をより一層促す。 
（９）ものづくりや命、自然との触れあいをとおした、喜びと感動のある実践教育を推進する。 
（10）社会のグローバル化に対応できる人材育成を進める。 
 

 

２ 本年度の重点目標 

（１）すべての教育活動における、課題解決の推進と危機管理の徹底 
（２）魅力ある学科、学校に向けて教育活動の活性化の推進 
（３）限られた時間内でのより効率的・効果的な教育活動・校務（事務）処理の推進 
（４）地域での学習や学習成果の地域への発信による質の高い学習活動（経験）の展開 
（５）いじめ、差別のない学校づくり 
（６）掃除や整理整頓が行き届いたきれいな学校づくり 

 

評価項目 評価の観点 具体的目標 具体的方策 
評

価 
成果と課題 

大項目 小項目 

学校経営 

目標管理 
教育目標及
び重点目標
の周知・理解 

全職員が共通認
識として実践す
る。 
生徒､保護者に
教育目標を認知
させる95％以上 
 

職員会議や研修等で常
時啓発する。 
 
全校集会、ＰＴＡ総会、
広報誌、ＨＰ等を通じて
啓発を図る。 

Ｂ 

教育目標、重点目標の周知を
PTA 総会、ホームページの活
用等で啓発に取組み、関係者
に理解されていると回答した
職員は 77.8％であった。保護
者では 90.1％が理解してい
ると回答したが教育活動の中
学生等への周知については
64.6％にとどまったが、前年
度から５％向上した。 
日頃の学習活動、学校行事等
をとおして、中学生、生徒・
保護者への認知度を上げるこ
とが課題である。 

生徒募集 
募集定員の
確保 

各学科 30 名以
上の志願者確保 
 

中学校訪問や体験入学
等などで各科の特色あ
る学習内容の広報の充
実を図る。 
ＨＰを充実・活用し、各
行事、学科毎にタイムリ
ーに更新し情報発信を
強化する。 

Ｃ 

新たな取組として、10 月のオ
ープンスクール実施するな
ど、募集活動を積極的に行っ
た。しかし前期選抜では昨年
より１４人少ない志願者数と
なり、どの学科も 30 名以上に
は到達していない。 

学力向上 
確かな学
力の育成 

基礎学力の
向上 

確認テストでの
合格者が 2 回目
で８％増加 

学習教材｢一日一善｣を
活用した基礎学力の向
上 

Ｃ 

1 学期 1 年 19.7% 2 年

-0.4%、2 学期 1 年 9.3% 2

年 0.3％の合格率増減となっ

た。生徒の実態に合わせた目

標設定と評価方法の改善、学

年全体で取り組むことを再度

確認したい。 



知的好奇心
の喚起 

学ぶ楽しさや興
味関心が高まる
授業の展開 
学習評価の妥当
性や信頼性等の
向上 

研究授業に全員が 1 回
以上実施または参加す
る。 
指導と評価の一体化を
目指し、学期毎に成績教
科会を実施し、課題を明
らかにする。授業評価を
年２回実施し、授業改善
につなげる。 

Ｂ 

研究授業は年間を通じて各教

科・学科で実施した。参加者

も多く、工夫を凝らした授業

実践が行われた。成績教科会

も学期ごとに行われ、授業評

価も 2 回実施した。授業者が

できていないと思うことがア

ンケートにも反映され、授業

の見直しに役立つ。 

 

課題研究を中心
とする主体的に
学び、考え、実
践する授業の展
開 

総合的な学習の時間や
課題研究を中心に全教
科で能動的な学習を推
進 
仮説、検証、振り返りの
一連の学習活動の浸透。
学科間での課題研究の
情報共有をする。 

 
Ａ 
 

各学科とも課題研究の発表ま
で実施できている。今後も継
続・発展させていく。また新
教育課程への対応・研究が求
められる。 

 
キャリア教
育(進路指
導) 
 

 

 

 

組織的な
進路指導 

計画的な進
路指導 

進路目標達成に
向けた個別指導 
基礎学力診断テ
スト D3 の-10％ 

教務部と連携した基礎
学力定着の取り組み 
基礎学力診断テストや
｢登竜門｣の活用と振り
返り学習 

Ｂ 

基礎学力定着のための学習に
熱心に取り組む生徒が増えて
いる。基礎学力診断テスト D3
の生徒が１年生は-5.5％、２
年生は-6.2％であった。 
登竜門の改訂が進み内容が充
実した。 

進路意識の
向上 

個人面談の実施 
総合的な学習の
時間の活用 
進路未定者５名
以内 

家庭との連携や個人面
談、三者面談による生徒
の進路希望の把握 
「進路ナビ」の改訂見直
し活用 Ｂ 

「進路ナビ」の改訂が進み内
容が充実した。進路未定者数
は１年生は 0 名であるが、就
職希望ではあるが地域も職種
も未定という者が９名（12.1
％）、進学希望で地域も校種
も未定という者が 10 名（13.5
％）と多い。２年生は進路未
定者が２名である。 

勤労観・
職業観の
育成 

自己実現へ
の意欲向上 
キャリア教
育の充実 
個々の適性
に応じた進
路選択 

外部講師による
進路講話の 2 回
以上実施 
学習環境の整備
と情報提供の充
実 
 

職員による講話や外部
講師による進路ガイダ
ンスを実施 
進路資料の充実と資料
閲覧室の活用促進 

Ｂ 

外部講師による講話は生徒へ
の刺激となっている。地元就
労促進のための取り組みも外
部機関との協力の下進んでい
る。資料閲覧室の活用促進に
ついては、十分に活用してい
る生徒と、そうでない生徒と
の差が大きい。 

生徒指導 

規範意識
の高揚 

校則の遵守
と基本的生
活習慣の確
立 

挨拶や時間、整
容 、正しい言葉
遣い、社会ルー
ルなどの遵守 
特別指導件数の
20％改善 

登校指導やＨＲ、授業な
どでの規範意識を育む
指導や全校集会での道
徳講話及び、交通教室の
開催 

Ｃ 

遅刻者数週平均２０名（目標
２１名）、整容検査合格１０
０％クラス７（目標１０）、
二重ロック 100％達成１回
（目標４）、特別指導件数６
０％改善。 

生徒指導方
針の共有 

生徒指導方針に
則った指導の実
施 
学校評価アンケ

ート 2.93 以上 

職員研修等による生徒
指導方針の周知と職員
間の連携 Ｂ 

学校評価アンケート 3.0 ポイ
ント。教職員間のコミュニケ
ーションの機会が減ってきて
いることが課題である。 

中退者対
策 

学校生活へ
の適応 

学 校 生活 満 足
率、全般・交友
90％、自尊感情
65％以上 

人間関係スキルアップ
トレーニングの実施 
宿泊研修の実施 Ｂ 

学校生活満足率、全般 83.8
％、交友 91％、自尊感情 67.1
％であった。生徒の不満足内
容の把握、生徒に活躍の場を
与えることが必要。 

細やかな指
導の確立 

個々の生徒の実
態把握 
 

ＱＵテスト、∑検査、い
じめアンケート、自己肯
定感アンケート等の活
用。 
面談週間、新たな絆をつ
くる面談の実施 

Ｂ 

各取り組みを確実に実施し、
成果を得ている。情報を集約、
横断的に利用することが必
要。 

部活動の
活性化 

意欲的な活
動と活動を
通した自信
と自己肯定
感の高揚 

生徒アンケート
「部活動に入部
し、積極的に活
動している」の
評 価 ポイ ン ト
2.77 以上 
 

自主的・自発的な活動を
支えるための環境づく
りと事故やトラブルの
未然防止の徹底 
部活動の精選 

Ｃ 

評価ポイント 2.65。生徒数減
少のため、充実した活動が難
しい。また「部活顧問が毎日
活動に参加している」に対し
て評価ポイント 2.66 という
低い値になっていることも関
係していると思われる。 



人権教育の
推進 

自他の良
さを認め
あえる人
間関係の
育成 

人権意識の
啓発 

生徒や保護者、
職員の人権意識
の向上 

外部研修各自２つ以上
参加を推奨 
ＰＴＡや関係機関と協
力した校内研修の充実 
人権教育講演会の実施 Ｂ 

外部研修に各自二つ以上参加

した。人権レポート作成、教

育実践の交流等年間３回校内

研修を実施し、人権感覚を磨

いた。水俣病に関する人権教

育講演会を実施した。 
推進体制
の確立と
研修の充
実 

教職員の実
践的指導力
の向上 

ＬＨＲにおける
人権教育の充実 

推進委員会と各学年担
当の連携強化による人
権ＬＨＲの充実 

Ｂ 
指導案やワークシートを更に
改善し、人権ＬＨＲを実施し
た。 

命を大切
にする心
を育む指
導 

自他の生命
を尊重する
心と自尊感
情の育成 

自己実現に向け
た意識向上と達
成に向けた取組
み支援 

他の部署と連携し、自尊
感情を高める授業を展
開。ＳＮＳなどにまつわ
る人権問題についての
認識を深める 
 

Ｂ 

人権意識の向上のため、生徒
自身の体験をもとに人権作文
に取り組ませた。講演やワー
クショップ、ＬＨＲ等を通し
てＳＮＳなどにまつわる人権
問題についての認識を深め
た。 

いじめの防
止等 

いじめの
防止 

年間指導計
画の改善 

年間指導計画を
検証し見直す。
学校評価アンケ
ート 3.5 ポイン
ト以上 

いじめ防止対策委員会
を経て、現状に即した具
体的な活動計画を作成 
 

Ａ 

学校評価アンケート 3.6 ポイ
ント。年度末の委員会で現状
に即した計画を作成する。 

未然防止に
向けた日常
的取組 

日常の学校生活
における未然防
止の徹底 
 

「いじめ防止基本方針」
に沿った全教職員の共
通理解と同一歩調での
取組 
ストレス対応プログラ
ムに準じたＬＨＲの 
公開授業実施 

Ｂ 

年度始めと１１月に本校「い
じめ防止基本方針」を確認す
る場を設けた。またストレス
対応プログラムに準じた公開
授業を実施した。 

学期、年度ごと
の検証 
 

取組状況を学期、年度ご
とに検証し、次学期や次
年度に活かす Ｂ 

学期ごとに検証をおこなわな
ければならないが、２学期末
の検証は１月に実施せざるを
えなかった。 

校内研修の実施 
 

いじめアンケートやＱ
－Ｕ、シグマを活用した
状況把握といじめ未然
防止に向 
けた研修の実施。Ｑ-Ｕ
に基づいた学級アセス
メント会議の実施 
 

Ａ 

研修は３回実施。アセスメン
ト会議はのべ１６回おこなっ
た。 

早期発見・早
期対応 

いじめに関する
実態調査 

いじめアンケート及び
心のアンケートを活用
した早期発見と迅速な
対応 
新たな絆をつくる面談
の実施 
いじめ匿名通報アプリ
に対する適切な対応 

Ｂ 

アンケートは４回、新たな絆
をつくる面談は３回実施し
た。疑い事案２９件（認知８
件）を把握することができた。
通報アプリに関係では３件に
対応した。 
 

地域連携 
(ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸ
ｰﾙなど) 

特色ある
学 
校づくり 

八農版防災
型コミュニｨ
ティスクー
ルの充実 

防災・避難所機
能の強化 
防災・復興教育
の推進 

学校運営協議会による
防災マニュアルの見直
し 
地域との合同防災訓練
の実施 
 

Ｂ 

地域と連携した防災（地震・
津波）避難訓練を実施するこ
とができた。避難所運営マニ
ュアルの作成ができた。避難
所等利用に関する協定書並び
に覚書の締結が終了した。 
 

道徳教育 
道徳性の
涵養 

全体計画に
もとづく教
育活動の推
進 

学校行事等を通
した愛校心、愛
郷心の高揚 
自己肯定観の深
化 
道徳性を涵養す
るホームルーム
活動や授業の展
開 

校内､校外において本校
生としての自覚を育成
する指導の充実 
実学を通したスペシャ
リストとしての自覚と
責任感の育成 
学校生活への満足度や
愛校心が高まる指導の
展開 
全校集会（定期）の実施 
 

Ｂ 

学校行事にしっかりと取り組

むことができた。全校集会も

毎月実施できた。全クラスで

ＳＳＴを実施し、自己他者理

解･自己肯定感の高揚につな

がった。さらなる継続的な取

り組みが求められる。 



特別支援教
育 

特別な支
援を要す
る生徒の
ニーズへ
の対応 

組織的な支
援計画及び
指導計画の
作成と確実
な支援の実
施及び評価 

個別の指導計画
作成率 100％ 
学びの UD 化チ
ェック表達成率
100％ 

定例委員会の確実な実
施 
職員研修の実施と学期
ごとのチェック表によ
る評価の実施 

Ｃ 

特別支援教育推進委員会は毎
回有意義なものとなってお
り、そのため個別の指導計画
については、本校の基準にお
いて必要な生徒についてはほ
ぼ全員作成されている。ＵＤ
化においてはオリエンテーシ
ョン等により理解を図った
が、学期ごとのチェック表に
よる評価は実施できなかっ
た。 

環境教育 

環境調和
型社会の
実現及び
校内美化
の推進 

環境保全活
動や学校版
環境ＩＳＯ、
校内美化、地
域ボランテ
ィア活動 

環境保全活動の
重要性の周知 
学校版ＩＳＯの
宣言項目達成 
校内美化の徹底 
地域ボランティ
ア活動の啓発 

各科での環境保全活動
の実施 
宣言項目の実行、確認 
校内美化コンクールの
実施 
トイレの清掃強化 
地域ボランティア活動
の実施 

B 

校内美化コンクールやエコキ
ャップ回収活動やゴミの分別
指導を実施した。また環境美
化便りを発行し、エコ活動を
推進し、更に掃除の仕方など
も紹介した。各職員室清掃活
動も行い、日頃の業務の作業
効率アップに貢献した。地域
清掃ボランティアにも多くの
生徒が参加し、継続した取組
となっている。 

保健管理 
健康に関
する指導
体制整備 

規則正しい
生活習慣の
確立 

保健だよりを通
じた基本的な健
康知識の周知と
各種講演会を通
じた健康意識の
啓発 

薬物乱用防止、性教育講
演会の実施 
保健便りの定期発行 
保健授業の活性化 
がん教育の実施 

B 

講演会は計画に基づいて実施
され、生徒の意識も向上した。
保健便りは定期的に発行し、
生徒の興味がわくタイムリー
な話題を提供した。 

保健相談の
充実 

保健環境部と教
育相談・支援部
との連携及び情
報共有 

毎月の来室者統計の担
任配付と個別 
面談の実施 B 

日々の来室者確認を担任と共
有し各部と連携した取組がで
きた。をスクールカウンセラ
ーとも連携し、必要に応じて
相談し、対策を講じた。 

安全管理 
施設・設
備の充実 

施設、設備の
安全の強化 
危機管理意
識の向上 

生徒、職員が安
心・安全に過ご
せる学校づくり 
不測の事態に対
応できる学校づ
くり 
 

学期毎に安全点検を実
施 
校舎内外の巡回を実施 

B 
定期的な安全点検を職員全員
で行った。早期の危険箇所解
消に大きく役立った。 

専門教育 

専門教育
の充実 

魅力ある学
科づくり 

農業クラブ、家
庭クラブ活動の
活性化 
学習活動の積極
的な発信 
生徒の学習満足
度の向上 
 

各種競技会における成
果を引き出す 
イベントへの積極的な
参加 
各学科ＨＰブログの毎
週更新 
八農祭等で学習成果を
地域へ PR 
各学科におけるアンケ
ートの実施 
 

Ｂ 

農業クラブの鑑定競技で６
名、平板測量競技において県
大会で優秀な成績を収め、全
国大会に出場。全国大会では、
農業と園芸の分野で各２名が
優秀賞を受賞した。 
ブログは定期的な更新ができ
た。 
八農祭や小学生との交流など
各科、特色を活かした様々な
取り組みで地域への発信をす
ることができた。 

高い専門
性と職業
観の育成 

専門性の向
上と将来を
見据えた系
統的な学習
展開 

全資格において
合格率前年比よ
り向上 
専門性、職業観
を高める学習活
動の充実 

資格取得指導の充実と
生徒の意欲喚起 
各学科における先進地
視察や講師招聘授業の
実施 
 

B 

資格取得においては、合格率
が向上できた資格と向上でき
なかった資格があった。 
各学科、先進地見学、講師招
聘授業など専門性、職業観を
高める学習活動を展開するこ
とができた。 

 

４ 学校関係者評価 
○各部の取組は成果が上がっていると感じる。支援を要する生徒への体制と就労支援に取組んでもらいたい。 
○学校は、進路指導にもよく取組んでいるが、就労後の定着指導も含めた相談体制を整える必要があるのでは 
ないか。 
○農業高校の役割の一つとして、就農者が増えてきている。生徒が減少している中、農場管理は大丈夫なのか。 
同窓会としても応援できることはしていきたい。 
○校外活動、地域活動を盛んにしている中で、生徒募集になかなか直結していないので、中学校の先生方に、
学校の魅力を伝えるツールがあるとよい。 
○生徒のために先生方は頑張っていただいている。親も学校も子供のために一生懸命しているので、さらにい
ろんな場面でＰＴＡと先生が関わりあう場面が必要である。 
○学校の情報発信ができていない。ＰＴＡ新聞等の活用も含め各家庭への情報発信が必要である。 
 



５ 総合評価 

本年度の学校教育目標から６つの重点目標を掲げた。各重点目標の評価は次のとおりである。 
 
（１）すべての教育活動における、課題解決の推進と危機管理の徹底  
   教育目標及び重点目標の周知については、アンケートの結果、職員・保護者の評価は 4 段階中、3 以上と

高かった。しかし、生徒が 3 をやや下回った。更に、周知徹底を図る必要がある。継続した課題として示

した定員の確保については、同窓会やＰＴＡとも連携しＰＲ活動に取り組んでいるが、昨年の志願者を確

保できておらず、定員確保には至っていない。学校生活への適応指導についても多様な生徒が在籍する中、

教育相談・支援部を中心に担任をサポートしながら、組織的な対応に取り組み、不適応の解消に向けた対

応が進んだ。この他、研究授業や学期ごとの校内公開授業週間を実施、課題解決に向けた校内外での各種

研修など、教職員一人ひとりのスキルアップにも取り組んだ。 

生徒の学力向上と進路保障の面からも、全職員共通理解のもと指導に取組んだ。学習指導面では、まだま

だ十分な学力向上に至ってないので「ＵＤ化」を意識し、生徒自ら授業の見通しができ、自分の考えや意

見が言え、主体的に学べるような授業展開を実践することで進路実現につなげていきたい。 

危機管理については、学期毎に施設の安全点検を実施し、速やかに整備を行った。防火避難訓練と地域

と連携した防災避難訓練とを行ったほか、薬物乱用防止講演会や性教育講演会の開催、登校指導を含めた

交通安全指導にも取り組んだ。今後も危機管理を徹底させていきたい。 

（２）魅力ある学科、学校に向けて教育活動の活性化の推進  
   各学科とも関係機関と連携を図りながら専門講師の招聘を行うとともに、近隣の小中学校等との交流学

習に取り組んだ。学校農業クラブ全国大会では、今年度も８名が出場し全競技で入賞を果たすことができ
た。また、学科の特色を活かした地域イベントや地域ボランティア活動等へも積極的に参加することがで
きた。学校評価アンケートの保護者でも「学校の特色が地域などに周知されている」の問いへのプラス評
価65％と昨年より5ポイント増となった。しかし、専門学習における校外活動は生徒の達成感も大きいが
、休日参加等で回数が多くなると生徒職員ともに負担感が大きくなる。学習内容の充実と発信のためイベ
ントへの参加は重視しつつ、参加イベントのさらなる精選する必要もある。 

（３）限られた時間内でのより効率的・効果的な教育活動・校務（事務）処理の推進 
   校内ネットワークを活用した文書の共有化や文書やのやり取り、デジタル写真を一括管理等の効率化が

定着してきた。八農メールの活用で、職員・生徒・保護者に一斉に連絡することができ、職員の連絡に要
する労力を削減できている。今年度、隔日朝会（月・水・金）にも取り組み、会議回数もできる限り減ら
し、必要な会議及び内容について、職員の意識向上につながっている。さらに各校務分掌・会議・研修の
見直し、整理整頓の徹底を推進するなど、一層の効率化を進めていきたい。 

（４）地域での学習や学習成果の地域への発信による質の高い学習活動（経験）の展開 
   学校評価アンケートの保護者で「ＰＴＡ新聞やホームページ等による保護者への情報提供は適切に行わ

れている」の問いにプラス評価 81％と、学校評価アンケートから、わずかずつではあるが生徒と保護者と
もに評価が向上したことは本校の取組みについて、多くの方に御支援と御理解をしていただいた結果と判
断する。「体育大会や八農祭、修学旅行などの学校行事は充実したものになっている」の問いにプラス評
価 90％で、生徒たちの各行事での企画や運営、八農フェスタでの生き生きした明るく積極的な姿から、日
頃の活動を生徒・保護者にＰＲでき十分理解していただいた結果だと考える。また今年度オープンスクー
ルを２回実施し、本校の教育活動を地域の方々に見ていただいた。参加人数を増加させる手立ての検討が
必要である。 

（５）いじめ、差別のない学校づくり 
   生徒たちは概ね落ち着いた学校生活を送っている。学期毎のいじめアンケート調査やＱＵテスト、∑検

査のほか、面談週間の他に、新たなきずなを作る面談等を通して生徒やクラスの状況把握と生徒が自ら悩
み等を伝えられる場面設定に努め、いじめの早期発見と早期対応につなげている。ＬＨＲやいじめ対策に
関する職員研修も開催し、職員のスキルアップにも努めた。また、日々の登校指導や月毎の全校集会を行
い、規範意識の醸成にも取り組んだ。しかし、学校評価アンケート調査の結果、いじめ等への組織的・計
画的な取り組みに対し職員の評価はプラス評価91％前後と高かったが、生徒たちは61％前後と低い結果と
なった。 

（６）掃除や整理整頓が行き届いたきれいな学校づくり 
   安全点検は生徒からの危険箇所の確認も行い、挙げられた箇所についてはその都度対応した。環境委員

による美化コンクールやゴミ分別指導では、日頃からの整理整頓を意識付けるきっかけとなっている。学
校評価アンケートの掃除や整理整頓に関する問いでは、保護者はプラス評価が90％で3ポイント増、生徒7
3％で2ポイント増、職員は今年度「八農一斉クリーンアップ作戦」を実施し、全職員一斉に各職員室の整
理整頓を行い、で76％と10ポイント増の結果となった。さらに生徒、職員ともに環境美化に対する意識を
向上させるための取組を実施していく。  

なお、自己評価総括表でＣ 評価の項目に関しては、次年度改善に向けて取り組んでいく。 

 
 
 
 
 



６ 次年度への課題・改善方策 

次に挙げる本年度、十分には達成できなかった項目などの課題改善に重点的に取り組みたい。 

（１）学力向上は、授業評価アンケート結果から、日頃の授業の工夫と積み重ねが重要である。支援が必要な

生徒など多様な生徒が入学する中、授業のＵＤ化を踏まえた「わかる授業」「もっと学びたくなる授業」

の展開を更に心がけ確かな学力の定着を実施したい。普段の「学びなおし」の指導も含め、「わかったと

いう達成感」と「学ぶ楽しさ」を育成し、『生徒が主体的に学ぶ』授業の展開を全ての教科で実践し、社

会を生き抜く力を育てる教育の実践に取組んでいく。そのために、授業研究に取り組み、教師の指導力向

上に努めるとともに、オープンスクールや公開授業の充実を図る。これらの取組を確実に進路保障に繋げ、

同窓会やＰＴＡとの連携を図り、志願者数増加、定員確保に努めていく。 

（２）本校生徒にも自尊感情や自己肯定感の乏しさ、基本的生活習慣の未確立、規範意識の低下、コミュニケ
ーション能力の低下などが見られる。今後も、生徒理解研修や教育面談等を通して生徒の実態を把握し、
早期対応、早期解決に全職員で取組む。農業のもつ教育力を活かした「生徒が安心して学校生活が送れる
体制づくり」を実践する。生徒一人ひとりに向き合い、生徒に「命」を大切にする心を育て、いじめのな
い楽しい学校生活が送れるよう支援する。 

 


